
世界一の演奏を上尾で

　
昨
年
の
9
月
24
〜
29
日
に
、
イ
タ
リ
ア
東
部

の
都
市
ペ
ス
カ
ー
ラ
で
行
わ
れ
た
第
17
回
イ
タ

リ
ア
国
際
打
楽
器
コ
ン
ク
ー
ル
。
そ
の
マ
リ
ン

バ
Ｃ
部
門
に
お
い
て
、
小
針
彩
菜
さ
ん
が
見
事

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
小
針
さ
ん
は
、
洗せ

ん
足ぞ
く
学
園
音
楽
大
学
打
楽
器

科
マ
リ
ン
バ
コ
ー
ス
を
首
席
で
卒
業
。
平
成
26

年
に
は
、
日
本
打
楽
器
協
会
主
催
の
第
30
回
打

楽
器
新
人
演
奏
会
に
出
場
し
、
マ
リ
ン
バ
部
門

第
1
位
、
同
時
に
グ
ラ
ン
プ
リ
も
受
賞
す
る
な

ど
、
若
手
打
楽
器
奏
者
の
第
一
人
者
と
し
て
活

躍
中
で
す
。

　｢

マ
リ
ン
バ
は
木
琴
の
一
種
で
、
幅
は
約
3

㍍
に
も
な
り
、
と
て
も
存
在
感
が
あ
り
ま
す｣

｢

5
オ
ク
タ
ー
ブ
の
音
域
で
、
音
楽
の
3
要
素

で
あ
る『

メ
ロ
デ
ィ
ー・リ
ズ
ム・ハ
ー
モ
ニ
ー』

を
1
台
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す｣

と
マ

リ
ン
バ
の
魅
力
を
語
る
小
針
さ
ん
。
マ
レ
ッ
ト

と
い
う｢

ば
ち｣

の
固
さ
・
材
質
な
ど
を
変
え
る

こ
と
で
、
多
彩
な
音
色
を
表
現
。
片
手
に
2
本

以
上
の
マ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
演
奏
す
る
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
童
謡
ま
で
無
限
の
楽
曲
を

演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
小
針
さ
ん
は
最

大
6
本
の
マ
レ
ッ
ト
を
巧
み
に
操
り
、
こ
れ
ま

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
楽
曲
に
挑
戦
し
て
き
ま
し

た
。

　
イ
タ
リ
ア
国
際
打
楽
器
協
会
が
主
催
す
る

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
、
セ
カ
ン

ド
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
、
そ
し
て
決
勝
で
あ
る
グ
ラ

ン
ド
フ
ァ
イ
ナ
ル
の
4
ラ
ウ
ン
ド
で
競
わ
れ
ま

し
た
。
世
界
各
国
か
ら
出
場
者
が
集
う
中
、
グ

ラ
ン
ド
フ
ァ
イ
ナ
ル
ま
で
進
め
た
の
は
わ
ず
か

5
人
。
グ
ラ
ン
ド
フ
ァ
イ
ナ
ル
は
、
太
鼓
奏
者

が
伴
奏
す
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
形
式
の
演
奏
で
し

た
が
、｢

伴
奏
の
方
に
は『

と
に
か
く
楽
し
ん
で

演
奏
し
ま
し
ょ
う』

と
声
を
掛
け
て
本
番
に
臨

み
ま
し
た｣

。
そ
の
結
果
は
冒
頭
の
と
お
り
、

100
点
満
点
中
98
点
と
い
う
高
得
点
で
優
勝
し
、

｢

こ
れ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏

家
た
ち
と
共
演
し
て
き
た
経
験
が
生
き
ま
し

た｣

と
演
奏
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
今
後
も
市
内
で
の
活
動
も
続
け
て
行
く
予
定

の
小
針
さ
ん
。｢

や
っ
ぱ
り
上
尾
は
お
客
さ
ん

が
温
か
く
て
大
好
き
。
コ
ン
サ
ー
ト
も
盛
り

上
が
り
ま
す｣

と
最
近
で
は
自
主
企
画
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
4
月
29
日
㈷
に
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の

開
催
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
今
後
の
抱

負
を
尋
ね
る
と｢

い
つ
か
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催

し
た
い
で
す｣

と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
世
界
一
の
演
奏
を
聴
き
に
、
出

掛
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

給食おいしいね！
Information in English、Informação em português、Información en español、内有中文咨询　(P.38)
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第17回イタリア国際打楽器コンクールマリンバＣ部門で優勝

小こ

針ば
り

　彩あ
や

菜な 

さ
ん

 

（
大
字
上
在
住
）

「クイズ アッピーを探そう！」（2ページ参照）で寄せられた
『広報あげお』への感想・意見を紹介します。今月は12月号です。

⇨広報広聴課　 775-4918・ 776-8873 ※内容は一部要約しています。

『広報あげお』は、読者の皆さんの感想を参考にし、より良い誌面作り
を目指しています。これからも皆さんの感想をお寄せください。

表彰式後の小針さん(左から2番目)

● 3人の講演会の記事を通じて、間接的ですが学べて良かった
です。(60代男性)

● あげお産業祭は、いろいろなイベントがあって楽しいですよ
ね。写真からも多くの人で、にぎわったことが伝わりました。
(40代女性)

あげたて！ＮＥＷＳ

あげたて！ＮＥＷＳでは、これから
もさまざまな｢あげおのできごと｣を
皆さんにお伝えしていきます。

おいしい給食をたくさん食
べて、子どもたちが元気に
育つよう願っています。

表紙　給食おいしいね！

● 小学校の給食風景が、とってもいい雰囲気ですね。
私の孫も小学生ですが、こんな風に食べているのか
なと想像しました。(60代男性)

● おいしそうに食べている子どもたちを見ると幸せな
気持ちになりますね。(70代女性)

『広報あげお』は、読者の皆さんの感想を参考にし、より良い誌面作り
を目指しています。これからも皆さんの感想をお寄せください。

地
域
密
着
、

身
近
な
話
題
を

体
験
取
材
！

ま
ち
か
ど特派

員
だ
よ
り

だ
よ
り

大
石・初
春
の
荒
川
エ
リ
ア
を
歩
く
！

…定員　 …対象　 …費用　 …持ち物　 …当日、直接会場へ　 …申し込み

いきいきサークル

おいでください
■終活＆エンディングノート講座　1月
24日㈮10:30～11:30、コミュニティセ
ンター　 20人　 200円　 　小杉
781-7508　 ノート進呈。遺言・
相続・後見の無料相談も行います。
■第25回春のおさらい会ワークショップ
(日舞)　2月8日～3月28日の毎週㈯13:30
～15:30(全8回)、谷津公民館　 3,000
円　 1月20日㈪まで　花

はな

柳
やぎ

771-0998　
初心者も歓迎。あなたも日本舞

踊を楽しんでみませんか。

●線心流泉
せん

凰
おう

会
かい

・詩吟教室　毎月第2・
4㈮13:30～15:30、上尾公民館　 月額
2,000円　石塚 772-5679(19:00以降)　

日本の歴史や四季を詩吟で綴る
楽しい教室。初心者歓迎。
●丸山公園絵画会　毎月第2・4㈮13:00
～16:00、自然学習館　 絵を描いた
り、鑑賞することが好きな人　 月額
5,000円(入会金2,000円)　栗田 726-
0758　 楽しみながら仲間作り。
感動を絵にしよう。
●上尾誠

せい

心
しん

会(剣道)　毎週㈫㈭19:00～
20:30・㈰14:30～17:00、上尾かしの木
特別支援学校・中央小学校など　 年長
以上　 月額2,000円　菊池 090-1807-
5973　 年長さんから大人まで楽
しく稽古してます。会員募集中。

降)　 大正琴の基礎を勉強しな
がら合奏を楽しみ演奏会に参加。
●社交ダンス｢ワンポイント｣　毎月3回
㈯10:15～12:00または13:15～15:00、文
化センター　 月額4,000円(入会金1,000
円)　岩﨑 090-7220-4861(20:00まで)　

初心者の方でも丁寧に指導致し
ます。女性大歓迎。
●スパイスクラブ　毎月第1㈰9:00～
13:30、畔吉集会所　 月額1,500円(入会
金500円)　岩﨑 090-7220-4861(20:00
まで)　 プロが教えるインドカ
レー、きっとあなたもはまります。
●パソコンサークル｢ブルースカイ｣　毎
月3回㈭または㈮9:50～11:50、県民活
動総合センター　 月額2,500円(入会金
2,000円)　豊

とよ

田
だ

786-2541(20:00まで)　
文字入力ができる方。和気あい

あいと楽しい雰囲気です。
●朗読の会 さざなみ　毎月1回㈬9:30～
12:00、上尾公民館　 月額2,000円　小
島 772-1814(17:00まで)　 朗読
を通して作者の心に触れてみませんか。

●新大正琴コスモス会　毎月第2・4㈮
10:00～11:30、コミュニティセンター　
月額2,500円　山﨑 781-9380(15:00以

　空
気
が
澄
ん
だ
冬
晴
れ
の
午
前

中
、
高
崎
線
を
越
え
た
ブ
リ
ヂ
ス

ト
ン
通
り
か
ら
西
方
に
富
士
山
が

見
え
ま
す
。
さ
ら
に
上
尾
丸
山
公

園
を
抜
け
、
荒
川
堤
の
ア
ッ
ピ
ー

お
休
み
処
に
登
る
と
、
広
大
な
草

原
の
向
こ
う
に
大
き
な
富
士
山
が

眺
望
で
き
ま
す
。
最
近
舗
装
さ
れ

た
西に
し

野や

橋ば
し

北
付
近
の
土
手
か
ら

も
、
素
晴
ら
し
い
景
観
が
広
が
り

ま
す
。
秋
ま
で
に
土
手
の
斜
面
に

繁
茂
し
て
い
た
セ
イ
バ
ン
モ
ロ
コ

シ
や
ア
レ
チ
ウ
リ
、
コ
セ
ン
ダ
ン

グ
サ
、
ク
ズ
は
す
っ
か
り
枯
れ
、

ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
も
い
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　上
尾
丸
山
公
園
に
戻
る
途
中
、

シ
ロ
ダ
モ
の
若
い
葉
に
は
ア
オ
ス

ジ
ア
ゲ
ハ
の
越
冬
虫
が
数
匹
見
つ

か
り
ま
し
た
。
10
分
余
り
歩
い
て

小
さ
な
池
に
着
き
、
中
を
の
ぞ
く

と
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
の
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
が
息
継
ぎ
に
上
が
っ
て
来

ま
し
た
。
土
中
で
越
冬
中
の
親

（
写
真
①
）は
も
ち
ろ
ん
見
え
ま
せ

ん
。
池
の
縁
で
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

を
数
え
て
い
る
と
、
枯
れ
た
カ
ヤ

群
内
で
カ
サ
コ
サ
と
音
が
し
、
細

長
い
小
動
物（
写
真
②
）が
現
れ
ま

し
た
。
最
近
珍
し
い
イ
タ
チ
で

す
。
イ
タ
チ
は
、
周
辺
を
見
て
か

ら
池
に
向
か
っ
て
走
り
だ
し
ま
し

た
。
水
辺
の
枯
れ
た
マ
コ
モ
近
く

の
水
中
に
潜
り
、
ほ
ど
な
く
黒
褐

色
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
く
わ
え

て
上
が
り
、
元
の
カ
ヤ
群
に
消
え

ま
し
た
。
何
度
か
繰
り
返
し
、
池

辺
に
は
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
数
匹

横
た
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
池

に
は
小
魚
も
す
み
、
カ
ワ
セ
ミ
の

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
付
近
に
は
、
冬
鳥
が
10
月

半
ば
か
ら
飛
来
し
て
い
ま
す
。
樹

木
や
垣
根
の
上
で
ヒ
ッ
ー
ヒ
ッ
ー

と
鳴
い
て
い
る
の
は
、
お
な
じ
み

の
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ（
写
真
③
）で

す
。
地
面
で
餌
を
探
し
て
い
る
ツ

グ
ミ
も
目
に
付
き
ま
す
。た
ま
に
、

雑
木
林
の
落
葉
下
で
餌
を
探
し
て

い
る
ガ
ビ
チ
ョ
ウ
に
会
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　さ
ら
に
歩
く
と
、
桜
の
木
の
近

く
の
陽
だ
ま
り
に
ク
サ
ギ
カ
メ
ム

シ
よ
り
や
や
大
き
い
キ
マ
ダ
ラ
カ

メ
ム
シ（
写
真
④
）の
越
冬
態
が
い

ま
し
た
。
最
近
サ
ク
ラ
や
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
で
よ
く
見
掛
け
ま
す
。
土
手

の
枯
れ
草
の
茎
で
は
ジ
ャ
コ
ウ
ア

ゲ
ハ
の
蛹さ
な
ぎも

見
つ
か
り
ま
し
た
。

　初
春
の
半
日
コ
ー
ス
、
暖
か
い

日
に
は
気
分
転
換
や
ス
ト
レ
ッ
チ

を
兼
ね
て
自
然
観
察
に
出
掛
け
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

荒川エリアに生息する生き物

大
石
地
区

平ひ
ら

井い

　一か
ず

男お

さ
ん

①

③

②

④
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の
抱

負
を
尋
ね
る
と｢

い
つ
か
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催

し
た
い
で
す｣

と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
世
界
一
の
演
奏
を
聴
き
に
、
出

掛
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

給食おいしいね！
Information in English、Informação em português、Información en español、内有中文咨询　(P.38)

号
月

No.

令和元年

1029

201912

ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
～人・仲間～

第17回イタリア国際打楽器コンクールマリンバＣ部門で優勝

小こ

針ば
り

　彩あ
や

菜な 

さ
ん

 

（
大
字
上
在
住
）

「クイズ アッピーを探そう！」（2ページ参照）で寄せられた
『広報あげお』への感想・意見を紹介します。今月は12月号です。

⇨広報広聴課　 775-4918・ 776-8873 ※内容は一部要約しています。

『広報あげお』は、読者の皆さんの感想を参考にし、より良い誌面作り
を目指しています。これからも皆さんの感想をお寄せください。

表彰式後の小針さん(左から2番目)

● 3人の講演会の記事を通じて、間接的ですが学べて良かった
です。(60代男性)

● あげお産業祭は、いろいろなイベントがあって楽しいですよ
ね。写真からも多くの人で、にぎわったことが伝わりました。
(40代女性)

あげたて！ＮＥＷＳ

あげたて！ＮＥＷＳでは、これから
もさまざまな｢あげおのできごと｣を
皆さんにお伝えしていきます。

おいしい給食をたくさん食
べて、子どもたちが元気に
育つよう願っています。

表紙　給食おいしいね！

● 小学校の給食風景が、とってもいい雰囲気ですね。
私の孫も小学生ですが、こんな風に食べているのか
なと想像しました。(60代男性)

● おいしそうに食べている子どもたちを見ると幸せな
気持ちになりますね。(70代女性)

『広報あげお』は、読者の皆さんの感想を参考にし、より良い誌面作り
を目指しています。これからも皆さんの感想をお寄せください。

地
域
密
着
、

身
近
な
話
題
を

体
験
取
材
！

ま
ち
か
ど特派

員
だ
よ
り

だ
よ
り

大
石・初
春
の
荒
川
エ
リ
ア
を
歩
く
！

…定員　 …対象　 …費用　 …持ち物　 …当日、直接会場へ　 …申し込み

いきいきサークル

おいでください
■終活＆エンディングノート講座　1月
24日㈮10:30～11:30、コミュニティセ
ンター　 20人　 200円　 　小杉
781-7508　 ノート進呈。遺言・
相続・後見の無料相談も行います。
■第25回春のおさらい会ワークショップ
(日舞)　2月8日～3月28日の毎週㈯13:30
～15:30(全8回)、谷津公民館　 3,000
円　 1月20日㈪まで　花

はな

柳
やぎ

771-0998　
初心者も歓迎。あなたも日本舞

踊を楽しんでみませんか。

●線心流泉
せん

凰
おう

会
かい

・詩吟教室　毎月第2・
4㈮13:30～15:30、上尾公民館　 月額
2,000円　石塚 772-5679(19:00以降)　

日本の歴史や四季を詩吟で綴る
楽しい教室。初心者歓迎。
●丸山公園絵画会　毎月第2・4㈮13:00
～16:00、自然学習館　 絵を描いた
り、鑑賞することが好きな人　 月額
5,000円(入会金2,000円)　栗田 726-
0758　 楽しみながら仲間作り。
感動を絵にしよう。
●上尾誠

せい

心
しん

会(剣道)　毎週㈫㈭19:00～
20:30・㈰14:30～17:00、上尾かしの木
特別支援学校・中央小学校など　 年長
以上　 月額2,000円　菊池 090-1807-
5973　 年長さんから大人まで楽
しく稽古してます。会員募集中。

降)　 大正琴の基礎を勉強しな
がら合奏を楽しみ演奏会に参加。
●社交ダンス｢ワンポイント｣　毎月3回
㈯10:15～12:00または13:15～15:00、文
化センター　 月額4,000円(入会金1,000
円)　岩﨑 090-7220-4861(20:00まで)　

初心者の方でも丁寧に指導致し
ます。女性大歓迎。
●スパイスクラブ　毎月第1㈰9:00～
13:30、畔吉集会所　 月額1,500円(入会
金500円)　岩﨑 090-7220-4861(20:00
まで)　 プロが教えるインドカ
レー、きっとあなたもはまります。
●パソコンサークル｢ブルースカイ｣　毎
月3回㈭または㈮9:50～11:50、県民活
動総合センター　 月額2,500円(入会金
2,000円)　豊

とよ

田
だ

786-2541(20:00まで)　
文字入力ができる方。和気あい

あいと楽しい雰囲気です。
●朗読の会 さざなみ　毎月1回㈬9:30～
12:00、上尾公民館　 月額2,000円　小
島 772-1814(17:00まで)　 朗読
を通して作者の心に触れてみませんか。

●新大正琴コスモス会　毎月第2・4㈮
10:00～11:30、コミュニティセンター　
月額2,500円　山﨑 781-9380(15:00以

　空
気
が
澄
ん
だ
冬
晴
れ
の
午
前

中
、
高
崎
線
を
越
え
た
ブ
リ
ヂ
ス

ト
ン
通
り
か
ら
西
方
に
富
士
山
が

見
え
ま
す
。
さ
ら
に
上
尾
丸
山
公

園
を
抜
け
、
荒
川
堤
の
ア
ッ
ピ
ー

お
休
み
処
に
登
る
と
、
広
大
な
草

原
の
向
こ
う
に
大
き
な
富
士
山
が

眺
望
で
き
ま
す
。
最
近
舗
装
さ
れ

た
西に
し

野や

橋ば
し

北
付
近
の
土
手
か
ら

も
、
素
晴
ら
し
い
景
観
が
広
が
り

ま
す
。
秋
ま
で
に
土
手
の
斜
面
に

繁
茂
し
て
い
た
セ
イ
バ
ン
モ
ロ
コ

シ
や
ア
レ
チ
ウ
リ
、
コ
セ
ン
ダ
ン

グ
サ
、
ク
ズ
は
す
っ
か
り
枯
れ
、

ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
も
い
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　上
尾
丸
山
公
園
に
戻
る
途
中
、

シ
ロ
ダ
モ
の
若
い
葉
に
は
ア
オ
ス

ジ
ア
ゲ
ハ
の
越
冬
虫
が
数
匹
見
つ

か
り
ま
し
た
。
10
分
余
り
歩
い
て

小
さ
な
池
に
着
き
、
中
を
の
ぞ
く

と
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
の
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
が
息
継
ぎ
に
上
が
っ
て
来

ま
し
た
。
土
中
で
越
冬
中
の
親

（
写
真
①
）は
も
ち
ろ
ん
見
え
ま
せ

ん
。
池
の
縁
で
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

を
数
え
て
い
る
と
、
枯
れ
た
カ
ヤ

群
内
で
カ
サ
コ
サ
と
音
が
し
、
細

長
い
小
動
物（
写
真
②
）が
現
れ
ま

し
た
。
最
近
珍
し
い
イ
タ
チ
で

す
。
イ
タ
チ
は
、
周
辺
を
見
て
か

ら
池
に
向
か
っ
て
走
り
だ
し
ま
し

た
。
水
辺
の
枯
れ
た
マ
コ
モ
近
く

の
水
中
に
潜
り
、
ほ
ど
な
く
黒
褐

色
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
く
わ
え

て
上
が
り
、
元
の
カ
ヤ
群
に
消
え

ま
し
た
。
何
度
か
繰
り
返
し
、
池

辺
に
は
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
数
匹

横
た
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
池

に
は
小
魚
も
す
み
、
カ
ワ
セ
ミ
の

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
付
近
に
は
、
冬
鳥
が
10
月

半
ば
か
ら
飛
来
し
て
い
ま
す
。
樹

木
や
垣
根
の
上
で
ヒ
ッ
ー
ヒ
ッ
ー

と
鳴
い
て
い
る
の
は
、
お
な
じ
み

の
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ（
写
真
③
）で

す
。
地
面
で
餌
を
探
し
て
い
る
ツ

グ
ミ
も
目
に
付
き
ま
す
。た
ま
に
、

雑
木
林
の
落
葉
下
で
餌
を
探
し
て

い
る
ガ
ビ
チ
ョ
ウ
に
会
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　さ
ら
に
歩
く
と
、
桜
の
木
の
近

く
の
陽
だ
ま
り
に
ク
サ
ギ
カ
メ
ム

シ
よ
り
や
や
大
き
い
キ
マ
ダ
ラ
カ

メ
ム
シ（
写
真
④
）の
越
冬
態
が
い

ま
し
た
。
最
近
サ
ク
ラ
や
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
で
よ
く
見
掛
け
ま
す
。
土
手

の
枯
れ
草
の
茎
で
は
ジ
ャ
コ
ウ
ア

ゲ
ハ
の
蛹さ
な
ぎも
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　初
春
の
半
日
コ
ー
ス
、
暖
か
い

日
に
は
気
分
転
換
や
ス
ト
レ
ッ
チ

を
兼
ね
て
自
然
観
察
に
出
掛
け
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

荒川エリアに生息する生き物

大
石
地
区

平ひ
ら

井い

　一か
ず

男お

さ
ん

①

③

②

④
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